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7．相川の都市構造  
に金山へ続く部分とに区分できるし、「した」では埋立以前からの沿  
岸地区と埋め立てられた地区とでは性格が異なっているうえ、埋立  
て部分も埋め立てられた時期によって区分できる。まとめると  
①近代の埋立地区（Om）   
②近世の埋立地区（0～10m）  
③海岸沿い平野（0～10m）  
④谷間に発展した集落（10～30m）   
（9海岸台地（40～60、90m）   
⑥（診近世の埋立地区と④谷間に発展した集落を結び付ける坂、  
は じ め に   
相川は美しい町である。美しさは住んでいる人の意識の底にしっ  
かりと根をはっているはずであるが、当たり前すぎて特に注意を払   
わない。気付かぬうちに美しさがすっかりなくなっていた、という   
例は全国にいくらでもある。この章では相川の美しさとは具体的に   
どのようなものなのか、どのようにつくられているのか、こうした   
美しい景観は日々の暮らしの中でどのような位置を求めているのか、  
を明らかにする。こうしたことが相川らしいまちづくりの第一歩な   
のではないだろうか。  
7．1相川をつくりあげているもの一地形   
相川の航空写真を見てみると、背後に控える山々と広々とした日   
本海に挟まれて、居住地域は限定され、沿岸部を中心に山間の尾根   
線並びに沢沿いに成立していることがわかる。豊かな緑が山間部、   
斜面緑地に残されているのが印象的である。  
相川の地図に等高線を描き、地形の種類を分別してみる（図7－   
1）。  
相川では従来から上町（うえまち）、下町（したまち）という呼称が   
用いられており、日常的には「うえ」、「した」と呼ばれてきた上下   
二分する区分がなされてきた（図7－2）。  
しかし地形をもとに子細に見ると「うえ」、「した」ともにそれぞ  
れ一体のものではなく、例えば「うえ」は台地端部とそこからさら  
斜面緑地   
（Dさらに金山へと続く集落（80～100m）  
により、全体が組上がっていることがわかる。   
こうした特徴のある地形は自分がおよそどこにいるのかを常に教  
えてくれる。ケヴイン・リンチが都市設計の拠り所とすべきである  
と主張したレジビリテイ（Legibility一読みとりやすさL）の非常に  
高い場所だといえよう。④（参⑥⑦の場所では常に足元に勾配を感じ  
ることができるし、視界にはほぼ例外なしに海や斜面緑地が認めら  
れる。（∋近代の埋立地区では海の景観が他を圧倒している。（∋近世  
の埋立地区、③海岸平野では勾配も無く視界も良くきかないが、む  
しろそうした閉鎖性が他の地区にはない特徴として独白なものとし  
て感じられる。また五本の川が適当な間隔で地区を区切り、場所の   
固有性を高めている。  
（∋、（参、③の地区の固有性を少し細かく検討するために地区を流   
JO4  
相川町の航空写真（1985）  
のアクセスとして、川の上に私的な歩み板が渡っている。ただ板を  
かけているシンプルなものもあれば、あたかも前庭のように植木鉢   
やプランターをところ狭しと並べているものもある。川と平行して   
走るアスファルト道路は幅員2．Omに満たない部分があり、道路上に  
物干しが置いてあり、半私的な空間が広がっていることを示してい   
る。  
間切川上にも、海岸平野部には歩み板が架かっていて、個人住宅   
へのアクセスとしてプライベートな空間がある。平野部を抜け、斜   
面緑地とぶつかって北へと蛇行すると、人家の裏と斜面緑地の境と  
なる。コンクリートで固めてあった川底は自然の砂利に変わってい   
る。さらに上流に進むと保育園と車道の境を流れ、南沢となる。南   
沢疎水抗が途中にあることからもわかるように、鉱山、鉱業と密接  
れる川を手がかりにしてみよう（写真）。相川沿岸部に注ぐ川は五本   
あり、それらは南から海士町川・大仏川・間切川・濁川・水金川で   
ある。  
海士町川の上には小屋がまたがって建っている。川の流れに沿う   
道は、他の基本的な直交道路パターンとは異質なために、海士町川   
は左岸の海士町、下戸村と右岸の下戸炭屋裏町との、はっきりとし   
た境界線になっている。  
大仏川には橋が幾つも架かっているが、そのうちのひとつは小学  
校前の、亀や蟹や魚の絵のついたカラフルなものである。この橋の   
デザインとしての評価は分かれるかも知れないが、小学校の前とい  
うことを意識させるデザインであることは間違いない。橋という公  
共的な空間に於いてデザインがなせる効果は大きい。また各住戸へ  
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凡例   
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匹ヨ海岸沿い平野   
田谷問に発展した集落   
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図7－1地形分布図  
図7－2 概念図  
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図7－3 坂・石段の位置図  
に関連してきた川である。南沢は「沢」という名前の通り、山間部  
の草の良くしげったところであり、戸建て住戸が所々固まって、川  
沿いに建っている。苦は沢遊びも盛んで、洗い場もあった。産業面   
だけでなく、人々の生活にも深くつながっていた。  
金山が発見される前の、濁川の名前は相川（間川）。この町の由来   
である。しかし鉱山が稼働して屑を川に流すようになり濁川になっ   
た。海岸平野部では川をはさんで両側に道があり、一本は自動車も   
通行可能な5m強の車道であり、一本は二輪車までしか通ることの  
できない2m程の道である。細い道に面した建物にはいくつか商店   
があり、羽田を中心とする商業機能がここまで伸びてきて、ここで  
区切られる。川の両岸に住宅が密着せず道路空間が確保されている   
ことによって川と集落の双方を同時に見渡せる開放的な空間を形成   
している。特に川の南岸（左岸）は道路幅貝が狭いこともあって落   
ちついた谷間集落の景観を良くとどめている。川壁は石組でつくら   
れている。これは近世、近代鉱山施設のひとつとしても評価できる。  
濁川河口は斜面緑地にはさまれ、川沿い方向と川に直交する方向に  
町家が並び、三角州の形がはっきりと認識できる。さらに上流には   
かつての鉱石精錬場が広がっていて、北沢と呼ばれる沢が鉱山まで   
続いている。  
最も北に位置する水金川もやはり斜面にはさまれていて、独立し   
た水系を有していることが景観的にも読みとることができ、この川  
の流域に住宅地ができたということが良くわかる。相川の他の集落  
とは地理的に独立しており、谷間の安定した流域集落の原型をよく  
とどめている。水金川の脇の道は1m程の砂利道で、個人住宅用の石   
の渡しが架かっている。宅地を抜けると畑地に出る。   
全体を概観すると五本の川が形成する小さな谷間沿いに小集落が   
形成されているといえるが、近世以来の埋立の歴史により、その実   
落としてのまとまりには川によって差異がみられる。全般に埋立は   
南部の海岸沿いに行われたので北部の川沿いに集落としてのまとま   
りがより強く残されているといえる。南部の川沿いは埋立後に形成   
された道路パターンの方が優位であるといえる。  
地形に上手に対応して、生活都市としての相川は基本的には川沿   
いや平坦な土地に発展してきた。しかし金山の発見という稀にみる  
土地条件のために産業都市としモ山間部の開発が行われ、より広い  
土地を求めて埋立が進んだ。「うえ」、「した」という両者は別の構成   
原理を有している。両者をつないでいるのが人間が努力を重ねてこ   
しらえた坂・石段である。   
7．2「うえ」と「した」をつなぐ一坂  
一般に相川の人々が「うえ」「した」と呼ぶ海岸台地部と平野部を   
つないでいるのが幾つもの坂や石段である。これらの坂・石段は景  
観的に最も印象深いものである。一度でも相川の坂・石段を歩けば、   
そこから見る海に沈む夕焼け、積み上がった石組、水の滴る側溝、   
暑いときに日陰をつくってくれる樹木、坂の曲がり角で不意に出く  
わした中学生、などなど忘れることのできない風景に出会う。一つ  
一つの個性を挙げれば切りがない程である。   
J（ス9  
相川にある様々な坂・石段についての調査  
東京大学工学部都市工学科  都市設計研究茎  
相川から想像できるもの一美しい海や緑。歴史をしのばせる町並みや寺社。きらきらし  
た瞳を持つ子供達、囁かい目で見守る大人達。おいしい海の幸、山の手。それら全てが魅  
力的です。   
その中でも特に、歩いているとわくわくしたり、しんみりしたりする販や石段は印象疎  
いものです。海が一望できる石段もあれば、緑が囲んでくれる坂道もあり、ひとつひとつ  
が豊かな個性を持っています。   
しかし訪問者と居住者では、坂・石段の見え方はかなり違ったものではないかと思いま  
す。そこで是非居住者の視点を教えて頂きたいと思います．   
そうした生の声が高齢化、交通不便一憾といった、各地が抱える共通の間男を解く手  
がかりになるのではないでしようか。   
書いていただく内容については統計的に処理し、個々の方に御迷惑となるようなことは  
致しません。とうか我々の意向をおくみとりになり御協力をお願い致します。  
い．相川にある坂について各々、当てはまるものに0をつけて下さい。  
（名前も場所も良く知っている 名前だけ知っている  知らない†  
ろ＿坂を利用する校庭を各々について、当てはまるものに○をお革いします。  
lいつも使う  ときとき使う  たまに使う  使わないI  
2．祁対j好                いつも  ンきγき  たまヒ イ軋hない  
3．帯刀垢（断れ＼  
」』蟻た境卜 伴わなし＼ 
jj望反 ＋ときどき たま仁 伸わない  」邑璧直＋伴わなし＼  
ユ且E貌⊥＿岨ご．史L い⊥む⊥」＿L巳＿さ．＿たま忘＿沈むユーし  嘲＼  
≡に 伴わない  1町 いつも＋ときとう たまに 伴わない  
（例）  
＿＿＿瓜＿」註」必虹  
は．坂を利用する襟の目的として、当てはまるものにいくつでも、○をつけてFさい。  
また「その他」の場合にはより詳しく敢えて下さい。  
（買物  通勤  通学  通院  散歩  萎参 i痘所付き合い その他†   
＿上戯⊥こんじよ主上⊥＿昆＿勤⊥星」完 歩 毒止＿f虹．（＿＿．▲）  
＿と巡礼坂¶▼＿▼▼「▼＿▼＿＿旦∴勤」邑＿隠【歩＿塵＿＿近＿他＿⊥＿＿「＿▼▼＿．）  
一旦こ還丑数上址主ユとこカ！）＿＿＿．M＿】望．」院＿塵＿屋＿＿近」飽⊥＿＿几馴．＿）  
Aニ塵且塁＿ 【 ▼¶【．【 男▼カー＿一旦」院＿歩＿【塞Ⅶ近＿地」＋ ▼＿、＿【）  
jェ訟坂Ⅶ＿【Ⅳ几＿．一＿＿ 買】勤】旦一」温」L星」j且他一⊥  ）  
上厳重坂」こん上ょう上 」＋一皿名前だけ ＿一鮎な上L  
∴正札軋 必⊥▼「∴名敵組 知らなL  
且剋鼠1．お左＿じとさ企）  【     良L一針旦らない  
」．し地獄坂＿一一＿▼▼▼＋  良く＿名前監才  知らない  
き＝凸坂＿＿＿【＋－     良く＿j誼左呈L 知咤沃机＼▼  
胤＋＋【【，一＿＿ 良∠一名貞岨1盟主なL  
ユL組（もんべし1迦」＋一一▲」むL＿＿．．．．名血だ止＿≠  
＿旦二南沢」児叔員理：二L蔽の迫）       良く＿＿＿＿」融軋だけ ＿蝕し＿  
9．寺町に至る五段＿∬＿＋＿＿ 良く＿」乙乱だ上L一＿＿知う．なD＿＿．  
1月三太床屋二南忍＿▲【仙 【 ＿＿＿」む」，¶▼＿名前£iL【匁ら虹  
！上席温」太工岨Ⅶ＿＿＿＿艮⊥｛】名組だ止＿，胤  
と乙城祉公既に至る應」一】＋＿退く＿＿．」猫ほ出 ＿軋ら曳』∬  
上長阻＿＿ ＿＿   ）  
L紋空腹」遮＿し血L一見」駁L「呈院・畔 ＿＿．」  
＿且L廃盤⊥盟魁二二上荊の迫」乳」軋」L牒Lづし墨＿近【他」h＿＿＿＿）  
一虹壬町長王る五段▲■．＿＿＿＿＿一毘▲乳．j」完▼旦▼且M⊥ ）  
川大味足二南退＿＿＿】，一旦牒L呈＿＿院旦＿基－▼ぷL＿他⊥＿▼▼＿m 【）  
旦⊥点数＿（大工町L㌻j工戸が吐「▲買⊥艶⊥呈＿院一應Ljし近＿▼」也⊥肝▼【）  
上之L媒祉公用に皇る貌一」買劇L＿呈」堤」鼻基近他⊥＿＿＿▼〟▼…）  
適齢 急▼杢便」盛使わない 他  」   ＿＿
呈上細工戸沢） 」；L不標 暗⊥匿わない 他（  
＿．＋  
旦旦軌  」  L杢産 桔 梗わない 他（＋＋  
へ．販に関して掃除などの維持管理の分担はどの様になっているのでしようか。  
なお、4．「その他」については記述をお願いします。  
に＿好きな坂をいくつでも、またその理由について挙けて下さい。   
「その他」についてはより詳しく教えて下さい。  
（稼が美しい 淵がみえる 家が建っている 夕陽が美しい 歩きやすい  
良く利用するからなじみ深い  その他）   
」餌 ）  
ユ遇剋坂 誹 ）  
さこ鳳り坂しむたぃ上こ■今、） は＿鯖 某 夕隅歩き＿j■〕11他ト 1  」ェ地事誌坂m肌脚）  
j二空i坂 j良 招 宴 夕臨 地き 利用 傭r     ＿）  
1．順番が決まっていて、掃除を行っている。  
2．自発的に掃除を行なっている。  
3．掃除はしていない。  
4．その他（  
と．昔と今で、瀬について幅、大きさ、使い方などに遅いがあれば、教えて下さい。  
j二長坂  
ユ放室坂」且んぺいざか） 鐘盛⊥家¶夕陽 塞き 利用 仙（  一）  
口内択（界隈′（●一拍心り道 程 薦 某 J闊 歩壬fl肌l他し 1  
旦室町に至る石段ⅥⅧ＿」軋滝上麦」媚 ＝歩き 粧㌣）  
週止床星二南沢¶脚（）  
辻腐乱烏日英二j工巨沢 」 主菜＿海」象」弧）  
1Z．城址公園に至るj鼓   糧」磨L二象夕脱】歩き＿】剋用虻）  
ほ．また、遂に好きでない撫をいくつでも、またその理由について挙けて下さい。   
rその他Jについてはより詳しく敢えて下さい。  
1急で登りにくい 不便である 緋蒼としていて暗い、恐い あまり使わないので  
なしみがない その他†  
ち．最後に以下の設問にお答え下さい。  
性別  L男  2．去  
年齢 ＋（歳）  
お住まいの町名  
職業 Ⅰ．学生  
2．自営業（商店主、中小企業主など）  
3．サラリーマン（事務、南瓜技術、公務員など）  
4．点茶および漁業  
」」蔽苗寺坂（こんじょうし）一急 二不便＿」暗旺わない．他一（】〈  
Z＿巡礼坂‖＿一 一一 急」不腰」塵】使わなじ▼他▼L，＿▼1】 
8．弼Jプ叔（おたいとざか） 急蒸陵¶亜」敵わない 他（】一＿一】  
旦二組「息杢班隠使わな吐胞⊥ 
5．西偲し＿【 ¶ 急 属使▼頻▼使わなしし」也1l【【   
6．長坂  急 不吸帽 使わない【他⊥   ＿  
j！蚊空坂」もん処1ざ赴L揖便【＿暁組ねない他」  
塾．痛訳し県仙此二J荊公道）急ノ不快＿朋使ねない 他し  
J⊥キ町に皇乙む段   急，，不便 相 性わなしし他▼し 
?????
5▲主婦  
6．停年退職者  
7．その他 （   
また通学先、通勤先は相川町内ですか、町外ですか。  
1L町内▼¶＿＿＿＿ユ．町外  
以上、お忙しいところ、非常にお手間をおかけいたしました。  
本せ＝こどうもありがとうございました．  
坂・石段に関するアンケート用紙   
Jの  
表7－1坂・石段の物的特徴  
名称   道幅  標高  材質  性格   利用目的   
（M）  （M）  
厳常寺坂   2．2  16  54  観  
巡礼坂  土   緑・海   
帯刀坂  2．9  16  36   中・院  
地獄坂   2．1  20  42  石   緑・海   中   
西坂   3．0   12  42  土石  緑   中   
長坂   2．2   14  46  石   海・家   
紋平坂   2．3   10  50  石   緑   買・小   
南沢   3．9  34  93  アスファルト  緑・家   買・小   
寺町に至る石段   1．8  16  54   石   緑   買・小・参   
城址公園に至る坂  石   緑   遊   
「利用目的」   
観一観光に主に利用できる。  
注：「性格」  
緑一樹木が多く、トンネルを形づくっている。  
海一海が見える地点がある。  
家一脇に住戸が並んでいる。   
???????
中学校の通学。  
小学校の通学。  
通院。  
買い物。   
あまりなじみのない坂：10南沢大床屋町の坂（94）、1厳常寺坂（74）  
帯刀坂（62）   
ほとんどなじみのない坂：巡礼坂（19）、地獄坂（16）   
良く知られている坂は比較的中央部より東南に位置しており、か  
っての中心金山と現在の商業中心地区羽田を結ぶ坂である。余り知  
られていない坂は北部に多い。  
「ろ．坂を利用する頻度」について以下の四つの選択肢では  
使わない  1292  （人）  
たまに使う  735  
時々  〃  ヨ37  
いつも  〃  159  
の順番で、坂があまり頻繁に使われていないことがわかった（グラ  
フろ）。   
「は．坂を利用する際の目的」は、「散歩」に使っている人が全用   
途のうち37％、477人にまで上り、最多である。12城祉公園にいたる   
石段を散歩に使うと答えた人は73人で、次には南沢が8、ユ0、11い   
ずれも良く使われていることがわかる。このように散歩に良く利用   
されるのは坂・石段の大きな特徴といえる。  
近所つきあいに使うのは137人、11％で、良く使われるのは、長  
坂、西坂、紋平坂と三つの一連の南沢であり、いずれも町の中心に   
位置している。  
通学には主に長坂、西坂（二つ併せて104人、85．2％）が良く使わ   
れている。   
歩行者しか通ることのできない石段では、ヒューマンスケールの、   
なじみやすい大きさの空間が約束されている。   
坂・石段は場所によって機能も違えば歴史的背景も違う。物理的  
な勾配や蹴上げ、踏み面、形態の仕上げ、道路の幅員、周辺の景観  
などもそれぞれである（表7－1）。相川の町は形態・様相の異なっ  
た坂・石段の豊富なコレクションの集合体とみなすことができる。  
こうした坂・石段が今日、相川の居住者によってどのように認識さ  
れ、利用され、評価されているのかを知るためにアンケート調査を  
行った（アンケート用紙参照）。対象とした坂・石段は図7－3に示  
す12個である。結果を表7－2にまとめた。回答者を「うえ」「した」  
「中学生」「長坂」「山之神」の五つのカテゴリーに分類して考察を  
進める。  
まず各々の質問に対する回答についてその傾向を調べてみる。  
「い．相川にある坂について各々」、〈名前も場所も良く知っている  
名前だけ知っている  知らない〉の三つの選択肢より「当てはま   
るものに○をつけて」もらう質問では「良く知っている」の回答が   
以下のようになり（グラフい）、五つの集団に分かれると言える。（但  
し括弧内は人数。）  
非常に良く知られている坂：長坂（216）、西坂（211）  
良く知られている坂：紋平坂（178）、南沢アパートの坂（172）   
割り合知られている坂：12城址公園に至る坂（148）、11南沢江戸  
沢（145）  
9寺町に至る石段（142）  
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表7－2 坂・石段に関するアンケート結果（部分）  
（D  ②  ③  
良  名前不 い 時々たま不 買 動 学 院 歩 墓 近 その他  
「ヒ」53   
1厳常寺坂  29  6 16  0  2 13 35  0  0  0  0  7  2  0  4 仕事   
7  7  36  0  0  2 42  0  0  0  0  1  0  0  2   
28  6 16  0 12 】2  25  1 0  0  0 14  3  3  5 近道   
10  5 34  2  1 10 29  2  1 0  0  3  0  1  6 近道畑   
51 1  0  3 18  24  6  13  3  0  2 13  0  3  4 飲食   
52  1  0  24 12 14  4  23  8  0  2 10  0  4  4 〝   
52  1  0  13 16 17  6  20  4  0  0 10  1  6  8 〝   
パ 
至  
42  5  6  6 10  Zl 12  4  2  2  1 17  6  3  6 〝   
工 
園  
464  42116  66115191218  82 Z5  5  8135 32 27 57   
???????????????? ?????? ?
〜??
??????????
???
（∋  ②  ③  
良 名前不  い 時々たま不 買 動 学 院 歩 墓 近  その他  
「下」92   
1厳常寺坂  
2巡礼坂  
3帯刀坂  
4地獄坂  
5西坂  
6長坂  
7紋平坂  
42 12 38  1  7 25 55  0  0 1 11Z  6  6  8 歴史講   
11 14  64  0  0  6  68  0  0  0  0  3  2  0  7 子巡礼   
30  8  51  3  8 16 54  0 1 0  3 16  3  3  4 史跡   
6  4  77  0  2  8 62  0  0  1 1  7  0  2  3   
86   7  1  1 21 51 21  0  3  2 16 Z4  0 14 15  仕配   
89  5  0  3  23  56  ‖  2  4  2 19 25  0 16 15 歴史〝   
77 12  5  1 5 41 41∃  1 1 1  4 Z4  0 11 15  〝 
墓参りを目的として使われる坂も、限られていて寺町に至る石段   
だけで57人、52．3％と過半数を越える。   
買い物に良く使われているのは長坂、紋平坂、西坂、南沢（県職  
員アパート前の道）で、やはり羽田の商店街に近い、町の中心部に  
集中している。  
通院には長坂と西坂が主に使われているが、いずれも21人、19人   
と少ないのは車や病院の巡回バスを利用している人が多いからだろ   
う。   
通勤に坂を使っている人は39人、3％しかいない。通勤のような  
毎日の利用には自動車が使われる傾向がある。  
これらの結果より坂・石．段は日常的に決まった目的の為に使うと   
いうよりも、時間に余裕のある時にゆっくり散歩をする楽しみや、   
墓参りのために使われているようだ。日常的な利用には辛が使われ   
ると思われる。   
「に．好きな坂をいくつでも、またその理由について」の質問で  
は（グラフに）、「海がみえる」216人、19％、「緑が美しい」206人、  
18％、「歩きやすい」205人、18％、「良く利用しているからなじみ深  
い」180人、16％、「夕陽が美しい」125人、11％「家が建っている」  
90人、8％との回答となった。   
当然のことだが、海の美しさが指摘された坂は「うえ」と「した」  
の境となる斜面緑地に位置していて、夕陽の美しさをも重なって評   
価されているものが多く、夕陽について回答があるのは他に西坂、   
城祉、紋平、南沢県職員アパート前などであり、いずれも海に沈む  
夕日が見える坂である。   
緑のトンネルが美しいとされたのは南沢の県職員アパート前、西  
坂、寺町に至る石段であるが、南沢の県職員アパート前、西坂の2   
つは坂・石段の嫌いなところとして「暗い」と指摘されている。   
さらにこの二つの坂は歩きやすさが好評で、二つとも散歩に良く  
利用されているのも当然だろう。  
好きな理由として何らかの項目を指摘された数は長坂が最も多く、   
258人、以下西坂177人、南沢県職員アパート前132人、城祉公園に至   
る坂97人、紋平坂95人と続く。  
「ほ．好きでない坂をいくつでも、またその理由について」は（グ  
ラフほ）、「使わないからなじみがない」が最も多く、この質問に対   
する全回答の55％、597人になる。特に巡礼坂、厳常寺坂、地獄坂、   
帯刀坂はいずれも60人以上で、嫌うというよりも意識の中に存在し   
ていないようだ。   
「急」であるとされた長坂、西坂は他に比べて実際に急であると  
いうわけではないので、良く使う為にその勾配がはっきりと認識さ  
れているのだろう。また長坂に対しては「長い」という指摘があり、  
先の方まで見通せることが疲労感を増殖させると思われる。  
「暗い」坂は同時に「緑」の美しさで支持されてもいることは前に  
記述した通りである。  
興味深いことに「不便」であるという指摘は非常に少ない。   
次にそれぞれの坂毎に分析を行う。  
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表7－2 坂・石段に関するアンケート結果（部分）（つづき）  
「ヒ」53   
緑 海 家  夕日歩 利用その他  急 不便暗 不便その他  1厳常寺坂5001211 10 516  
． 
1 1 歴史l 滑石段不  
・ 
二＿ ＿二 
1厳常寺坂  あり、他人の家の庭を入っていくようでもある。ホテルや埋立の野   
大人にはまずまず知られていて、上には寺社があり、歴史的な雰園  球場など、地獄坂から見える景観が良くない。  
気が好まれている。  5西坂  
日常的に使う人が少なく、散歩や墓参りのときに使われている。   使う理由、好きな理由いずれも第二位。中学生では良く知っている   
緑が美しく、歩きやすいが暗い坂として認識されている。  という回答が長坂と並んで第一位。使われる理由は①通学51人（回  
2巡礼坂  答者が中学生が多いためだと考えられる。）②散歩49人③近所つきあ   
余り知られていないし、ほとんど使われていない。使用頻度の質問  い23人となっており、比較的良く散歩に使われているようだ。好き   
で「いつも」、「時々」使うという答がない。道幅も細いが、金山の  な理由では①海40人②利用していてなじみ深い36人③歩き易い30人   
近くまで山間部、北沢の北を歩いていくことができる。海岸台地上  ③緑30人となっている。海がずっと見えているわけではないが、ぱっ   
の畑を通り、森林の中を通り、金山までいけるコースは他にない。  と開けるとき、緑との対比が特に美しく感じられるのだろう。上が  
3帯刀坂  り口には現在使われていない洋風建築があり、場のイメージを高め   
位置的に中学生が一人も知らないということは考えにくいので、お  ている。特に中学生の通学路としてこの坂は日常的に使われている。   
そらく帯刀坂という名前が浸透していないのだろう。全体としても  日常的に使われている間は坂・石段はいきいきしている。それを西   
あまり好き（9／12）とも嫌い（10／12）とも言及されていないし、 坂は良く顕している。その昔は奉行所、そして裁判所、佐渡会館な   
人々の記憶にそう強くは残っていないようだ。それでも並木道を持  ど、今では中学校、版画美術館、病院といった人の集まる機能を持   
つコンクリート石段という珍しいもので、歩き易くて帯刀坂が好き  つ場所として「うえ」の緑（ふち）は存在してきた。そこと「した」   
だという回答が22人もいる。鉱山の頃の雰囲気が残っているという  をつなぐ坂の－本として西坂は重要な役割を果たしてきた。   
指摘もあった。  6長坂  
4地獄坂  好きな坂としての回答が最も多い一方、嫌いな理由の回答数も第二   
位置的に中学生が－人も知らないとか、全体として「良く知ってい  位。使う理由の数も最多（213人、16．6％）。相川の中心的な坂とい   
る」と答えた人が16人と最も少ないということは考えにくいので、 える。12個の坂の中で最も良く使われているが、目的は①通学53人   
おそらく地獄坂という名前では意識されていないのだろう。上がり  ②散歩43人③買い物35人となっている。好きな理由としては①海91   
口にアパートがあり、側面の壁がこの坂を使う人に対して閉鎖的で 人②夕陽55人③利用していてなじみ深い46人④家が建っている30人。  
JJ2   
グラフ d 好きな理由  グラフ a 知名度  
5西 7i文中  9寺町 1Ⅰ雨′エP   
2巡礼  4化すは  6長  8爾71l●  0粛床 ■12抑止  
忽重量田′奄 国家 田夕I亀 田歩きやすい 周モの他  
グラフ e 嫌いな理由  
詔いつも使っている 田時々 田た引こ 匠＝軋♭射、  
グラフ C 目的  
田急 田不便 国昭し、囲使わなし、のでなじみ 団モの他  
測  
25慮  
：t婦  
人 150  
1（婚  
50  
0  
1鵬雪巡－㍉帯㌔脚J5西も長7i文■∈                                   煎茶雪巡1J帯㌔脚J5西も長7i文■も 掛ヲ寺㌔商ぷ崗′エ忘槻  
団員lカ 国通学 因樗吏歩 国事参り 田辺所 閻モの他  
国7－4 坂・石段の知名度、利用頻度ほか  
妖いな理由としては（∋急であることが55人と段突である。蹴上げが  
比較的大きいために登りづらく、直線的であるため先まで見通せて   
しまうので疲労感が増すと考えられる。  
寸別けの中心に位置し、商業の中心である羽貝町を控えし肇サロ旦  
は木造の洋風建築（旧農協）、上がったところには版画美術館の煉瓦  
塀が見える。道端で会話を楽しみながら休んでいる人々に出会い、  
急斜面に巧く対応している家屋の前を歩く。そんなときに長坂から  
みる海に沈む夕陽は最も相川らしい美しさであるといえるだろう。  
長坂は、相川が鉱山の為に斜面になんとかして人間が作り上げた町  
なのだという歴史を意識させてくれる。   
7紋平坂  
「良く知っている」の回答が178人と第三位。位置的にも羽田と京町  
を直結するところにあり、利用頻度が高い。目的は①散歩48人（卦買  
い物24人③近所つきあい19人となっている。好きな理由としては①  
海24人②利用するからなじみ深い19人③歩きやすい14人などが挙  
がっているが数は余り多くない。嫌いな理由の回答数は最も多い。  
その内訳は（9急50人②使わないのでなじみがない40人（卦暗い21人と  
なっている。坂は住宅の前などで緩くなるが、局所的にかなり急な   
ところもある。「暗い」坂はその一方で「緑」という理由で好まれる   
のが普通であるにもかかわらず、紋平坂はこの原則に従っていない。   
上がり口は羽田の商店街から突き出た道につながっていて、訪問   
者が誘いこまれるというよりも町の住民が日常的に使う坂である。   
下り口は他人の庭に下りていく感じがする。小学校PTAの標語の  
ついた棒が建っている。   
8南沢県職員アパート前の坂   
使う理由、好きな理由の回答数いずれも第三位であり、関心をもた  
¢て1〕卓坂であるといえる。目的は①散歩55人②近所つきあい21人  
③買い物15人と散歩が群を抜いている。好きな理由は①緑46人②歩  
き易い30人③良く利用するからなじみ深い16人となっており、特に  
竹の美しさに惹かれて散歩道として親しまれていることが推し量れ  
る。逆にこうした緑は暗さにつながることが多く、嫌いな理由は①  
暗い41人②使わないのでなじみがない39人となり、その他はひとけ  
たである。嫌いな理由の回答数は第七位で、比較的好まれている坂   
といえる。   
9寺町に至る石段   
大人には良く知られているのに中学生には余り知られていない。目  
的は（D墓参り57人（診散歩39人が主。日常的にというよりもたまに利  
用する人が多いということがわかる。墓参りのときの利用に持出し  
ている。水の音、松、石材の良さ、歴史に対する言及も見られた。   
木陰が多く、晴れていると光と陰のコントラストが寺町にふさわし   
い趣を演出する。上がり口には苦からの洗い場があり、コミュニティ   
の中心として機能していたことも想像できる。   
10南沢大床屋町   
回答には、あまり特徴が見られず、「使わない」106人という人が多   
い。  
目的は（∋散歩42人以外は目立たない。好きな理由としては①緑20人  
り．？   
d 好きな理由  a 知名度  
■上」53   r下」死  r中写生ノ？1 r長頒Jl r山之恥4  
田艮く細っている 国名痢だけ 田川ら宅ハ、  
b 利用頻度  
田銅IE′竜田夕陽田歩きやすい 団よ〈利用する 団モの他  
e 嫌いな理由  
％  
?????????????〓?????
r上J∬  「下」92  ′中芋王J7l r長1丸4  r山之ilJ4  
田いつも 田時々 囲たよに 四使わない  
C 目的  
r上J53   r下j℃  r中写生」7l r摂動」 r山之肌4   
田急 国不便 田崎い 臼なじみが寧い 国モの他   
r上」53   r下」光  r中写生」7l r長軌4  √山王机4   
田1†わ 国遇宇 田貯歩 国璽参り 隠退所 田モの他  
図7－5 グループ別にみた坂・石段の知名度、利用頻度ほか  
②歩きやすい18人など。嫌いな理由は（∋使わないからなじみがない  
49人だけが主で全体の回答数は最も少ない。南沢と京町を結ぶ路線   
は他にない。路面が変化したり（石段と坂）、上がり口に神様が奉っ   
てあったり、傾斜の仕方がなだらかな部分があったり特に上がり口  
の急な部分とがあったりして個性的である。   
11南沢（大工町～江戸沢）   
まずまず良く知られており（145人）、時々使われている（38人）。目  
的は①散歩51人②墓参り15人②近所つきあい15人となっている。好  
きな理由は①歩きやすい25人②緑21人③利用するからなじみ深い15  
人とあり、ゆるい、穏やかな坂であるのでゆっくりと散歩するのだ   
ろう。子供のころ、よくかえる、かに、かじかを採るなどの川遊び   
をしていたしその頃からいつも南沢を使っているから愛着があると   
いう回答もあった。  
京町通りが働き盛りの大人の中央通り的な役割を担い、鉱山人夫  
達が生活の舞台としていた頃から南沢は子供の遊び場であり、高齢  
者の散策路であったのだろう。  
自動車も通行可能な為に、一部車が通るときは歩行者が止まること   
を余儀なくされるほど狭い箇所もあるが、3．5～4．Om程度の道幅は、  
1～2階建ての住宅の建つ通りをゆっくり景色を楽しみながら歩く   
には最適だ。緩くカーブしている箇所もあるので、長さを感じさせ  
ることもない。住戸の前は植木が多く、洗濯物もほしてあり、生活  
のにおい、毎日の生活に対する慈しみさえ感じられる。  
12城址公園にいたる坂  
名前はまずまず良く知られていると言えるが、使わない（127人）人  
が割合として多い。目的は散歩が73人と非常に多く、全目的別坂別   
の回答数の最多である。散歩のための坂であるといえるが上には畑   
と城址公園しかないので当然の結果ともいえる。好きな理由として  
は（D海23人（参緑21人③歩きやすい17人。嫌いな理由としては①使わ  
ないからなじみがない46人（診急17人③暗い13人が挙げられている。   
さらに回答者を「うえ」、「した」の居住地による分類、「大人」、  
「中学生」という年齢による分類によって考察を深めてみよう。ま  
た「長坂」「山之神」の回答はそれぞれ四部しか得られていないが、   
参考までに示す。   
坂について「良く知っている」割合（グラフa）は「うえ」73．0％＞  
「■した」61．1％＞「中学生」33．0％という傾向がはっきりとある。  
これから相川を支えていく「中学生」が、あまり坂についての知識   
を持っていない。   
坂の使用頻度も「うえ」の居住者が「した」や「中学生」に比べ  
て断然高いことがわかる。「うえ」の居住者は、より日常的に坂を利   
用しており、「した」にとって坂はたまに使う、非日常的なものとい  
えよう。「うえ」の人口の減少は、坂を良く使い、知っている人が少   
なくなるということを意味している。いつも坂を使うと答えた「し   
た」は極端に少ない（1．4％）。これに対して「うえ」でいつも使う   
と答えた人は10．4％である。   
用途では「うえ」「した」ともに散歩が最も多くそれぞれ21．2、   
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図7－6 道路網図（明治9年と現況の比較）  
21．6％。「うえ」では12．9％が買い物に使い、「した」では8．4％が近  
所づきあいの時、4．3％が通院に使っていることが特徴的といえよ  
う。「中学生」は通学12．9％、次いで散歩8．1％の順で多い（グラフ  
モ7J  
好きな坂について何らかの回答をしたのは「うえ」で一人平均6．74  
個、「した」では4，95個、「中学生」3．80個で、やはり良く使ってい  
る「うえ」ほど、坂を好きなようである。参考までに「長坂」では  
8個、「山之神」では2．5個となっている（グラフd）。  
好きでない坂についてのコメントも「うえ」が最も多く一人平均  
3．45個、「した」では2．42個、「中学生」1．85個となっている。理由  
のうち「あまり使わないのでなじみがない」についての回答を差し  
引くと「うえ」2．85個、「した」2．11個、「中学生」1．73個となる。  
この理由は積極的に坂についての不満を述べている訳ではなく、関   
心が薄いということであるが、「した」で24．9％に対して「うえ」で   
は17．9％と少ない（グラフe）。  
これらを総括すると   
・相川の主役的な坂は、町の中心部から山間部にかけてであり、知  
名度と使用頻度は相関関係にある。  
・「うえ」は「した」に比べて、坂を良く利用し知っている。「中学  
生」は比較的利用もしないし、知識もない。  
・「うえ」の方が買い物などの日常的に坂を使っているが、全体的に   
散歩などを目的とした非日常的利用が多い。   
・散歩のための坂は、緑が美しく歩きやすいものが好まれているが、  
これらの要素は暗さの要因となりがちである。   
・使用頻度の高い坂は好まれやすい。   
・良く坂を利用すると坂に対する関心が高まる。   
ということカ呈いえるヵ   
7．3生活と産業を支えてきたネットワーク一道路  
坂や石段は直接的には自動車の影響を受けないので、幅員や路面  
などは変わることは少ない。しかし他の道路はどうだろう。   
明治9年の地籍図と現在の道路を比較（図7－6）してみると8割  
以上が変わっていないことがわかる。埋め立て部や町外との道路が  
新設され、一部拡幅があったものの、基本的な道路パターンはその  
まま残っている。また三叉路が多いのも特徴的である。   
「うえ」での道路パターンは海に垂直方向、すなわち尾根に沿っ  
た道路が中心的となる。商業、生活、鉱業、全ての中心となってき  
た京町通りが尾根を走り、何本かの道が派生している。トロッコも  
走った鉱山まで続く北沢の道路は緑の中を今では観光バスがやはり   
鉱山跡まで通る道となっている。それとは対象的に植木や洗濯もの  
などそ生活のにおいを感じさせる南沢の道路は今も昔もあまり変わ   
らない。  
「した」では海と垂直、つまり東西方向の道路は全般的に狭小道  
路で、地方道両津・相川線と白雲台・乙和池・相川線（大佐渡スカ  
イライン）につながる濁川沿いの道路以外は幅員5mを越えない。つ   
まり「した」において支配的なのは南北方向の道路である。よって  
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図7－8 機能別道路網図   
つくられたものである。最も外側の道路は15m以上の広幅員でバス   
が時折通行するが、路上駐車場と化していて、道路として本当に必  
要であったのか、疑問が残るといえよう。  
道路を幅員と機能をもとに以下のように「うえ」、「した」それぞ  
れ四種類に分類した（図7－7、図7－8）。   
ア外部との交通や、通過交通を処理する道路。島内陸からの観光   
バスが通る道路。主要幹線道路といえる。明治9年に存在していな   
海と平行に走る道路に着目する。近世の埋立地区の山際の道路は3   
m程と狭いが、弾誓寺から釣りができたというからここから海で  
あったことがわかる。一本浜側の道路は相川全体を貫いている。幅  
員は約5mで建物が建ち並び、人のにぎわいの見られる商店街と   
なっている。さらに浜側の道路は幅10mを越えて沿道の敷地や建物   
も大規模となり殺伐とした空間となっている。つまり近代の埋立は  
近世の埋立のように歩行者の尺度ではなく、自動車の論理によって  
JJ6  
生活道路給いには新築はあるが  
管理の不適切な住宅はない  
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図7－9 個々の建物・維持管理度図   
7．4維持管理と調和一個々の建物   
道路構成に大きな変化は見られなくても、実際歩いてみれば、目  
新しい建物と古くなった住宅が建っている。こうした市街地の変遷  
はどの様な仕組みで進んでいるのだろうか。それを探るために市街   
地を物理的に構成している要素の一つである個々の住宅についての   
調査を行った。   
まず一つは維持管理の現状を調査した（図7－9）。現地調査によ  
り住宅を  
A：新築  
B：それ以外で維持管理が適切なもの  
C：  〃  適切でない   
以上の三つに分類した。   
中央部、羽田には新築が目立ち、管理の不適切な住宅がほとんど  
見られない。「イ主要生活道路」沿いの京町、南沢には新築、管理の  
不適切な住宅共にあるが、「ウ生活道路」沿いの夕白、四十物には新  
築はあるが管理の不適切な住宅は無い。「ウ生活道路」沿いの一～四  
丁目裏も同様である。山の中腹部に位置する大工町では新築が無い。  
北部の下相川の漁村では管理の不適切な住宅が目立つ。   
山間部に新築が少なく、人口減少を裏付けている。また山間部で  
は空き地化が進行し、管理の不適切な住宅も少なくない。一方「り  
生活道路」沿いでは新旧さまざまな住宅が並存している。   
次に町並み調和度である（図7－10）。  
かった道路が多いことが特徴的である。  
イ商業機能がはりついて、日常的に住民のにぎわいが最も多い通  
り。主要生活道路である。近世の頃からの歴史のある通りである。  
「うえ」、「した」にそれぞれ一本ずつ認められ、「うえ」の京町通り  
は「うえ」全体に、「した」の主要生活道路は相川全体の住民にサー   
ビスしている。  
り主に住宅だけが並んでいる通り。道幅もおよそ3．Omと狭いので   
通過交通はほとんど見られない。生活道路である。   
エ歩行者専用道路、自動車の通れない石段や山間部の山道。これ  
らの道路は路線、道幅ともに近世以来ほとんど変化がみられない。   
しかし特に鉱山近くの山間の道路には日常的な利用者はいない。  
各々の機能は道路幅員と密接な関連を持っている。しかし似たよ  
うな機能を持っている道路でも「うえ」と「した」では幅員に差が  
ある。ア主要幹線道路は「うえ」では6m、「した」では10mほどで  
ある。イ主要生活道路は「うえ」で4～4．5m、「した」で7～9mと  
ほとんど倍である。しかしウ生活道路はどちらも3m程で、これは自  
動車通行可能の最低限であるといえる。   
またそれぞれの道路の関係も「うえ」と「した」では多少異なる。  
「うえ」においては外部交通や観光バスなどが通る、ア主要幹線道  
路は他の道路と－カ所でしか交わっていない。つまり通過交通はほ   
とんど排除している。しかし、「した」ではア主要幹線道路は他の道   
路とつながっている。  
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国木造建築物建物  
国セットバックして  
いない建築物   
相川は海と背後に迫る山に挟まれて、もともと可住地が少ない。   
鉱山発見より平入り住戸が道路との境界線ぎりぎりまで、隣と壁を   
共有しながら建ち並んできたことからも理解できるように密な居住   
形態をとってきた。また島内でも調達可能な、薄い板材をファサー   
ドとして利用した建築物群はエコロジー的に優れたものである。こ   
れらさまざまな要素の中で、個々の建物が板壁であること、セット   
バックしていないこと（敷地境界線と建物壁面線の差が約一尺以   
内）、の二つは特に自然と対応しながら密に暮らしてきた相川の伝統   
の象徴であると考えられる。板壁であることは住戸の大きさが一定  
の規模であることを意味すると受け取れ、セットバックをしていな   
いことは建造物の壁面が通りをつくりだし駐車場などに変化せずに、   
伝統的な空間を継承していることを意味しているからだ。よってこ   
の二つを町並み調和度の物差しとして用いた。  
a：板壁の住戸  
b：セットバックしていない住戸  
中央部、羽田には板壁住戸が少ないが、他は全体的に板壁である。  
セットバックしていない住戸は「うえ」海岸台地部では、「イ主要生  
活道路」沿いが、「した」海岸平野部では「イ主要生活道路」とその  
一本裏にある「り生活道路」が目立った。よってセットバックをせ  
ずに道路沿いまで建物を建てることによって通りを都市的な雰囲気   
にしているのは主に「イ主要生活道路」沿いであることがわかった。  
7．5時間が積み上げた地形の最適利用一土地利用  
次に土地利用の広がりが相川地区全体でどのように分布している  
のか、概観してみよう（図7－11）。   
羽田町の中心にある鈎型の交差点には多様な五本の道路がつな   
がっている。そのひとつにはアーケードが設けられていて、そこが   
商業の核となっていることを感じさせる。江戸沢の方へと続く道に   
は派手な看板が並ぶことは他の商業地と変わらないが、狭い道路幅   
やアイストップとなる寺の入り口が独特な空間をつくりあげている。   
このような「した」の商業地に対して「うえ」ではイ主要生活道路   
沿いに「うえ」だけにサービスする、いくつかの商店が見られる。  
業務地は近世以来の埋立地区に多く、敷地を細長く使い、通りに   
入り口をもうけ裏庭が海まで続いていた、かつての漁家を思わせる   
ような工場が典型的な建物である。しかしさらに埋立が進み、漁業   
とは関係のない工場や、奥行きの短い敷地が多くなった。  
埋立地区には観光客のための施設や公共建築物が建っているが、   
それらは閉山の後、観光を主力の産業としてきた側面と、天領であっ   
た相川が島内での府としての地位を失わないために公共用地を確保   
してきた側面とを如実にあらわしている。  
金山繁栄当時から寺町は山間に存在してきた。寺の建物自体も立   
地の仕方もあまり変化は見られない。  
概括すると住宅地は埋め立て地以外に全体的に広がっている。商   
業地は中心部、業務地は海岸部、公共建築物用地は埋め立て地、寺   
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図7－11土地利用国（町丁目別）  
ることができる国・県・町指定の歴史的記念物の分布（図7－13）  
とは大きなずれが生じていることがわかる。つまり点的な記念物、  
建築物など誰もが華と感じるものの他に、海、斜面緑地、川やそれ  
ら自然そのものと町並みの織りなす風景や、割れ戸や産業遺跡群な  
ど現在は放置されているが相川独自の光景が、実は相川の欠けがえ  
のない魅力なのだ。   
「好ましくない景観」としては壊れかけた家屋やコンクリートの  
建物（特に大規模建築物）、ガードレール、電柱、駐車場、アーケー  
ド等の単体についての指摘が多い。また交差点や三叉路のつきあた  
りが多く挙げられている。交差点は印象に残りやすいし、人もあつ  
まるためごちゃごちゃしがちである。しかしこれらは住み手の   
ちょっとした注意で改善可能なものが多い（図7－14）。   
住民と外来者の感じ方は「好ましい景観」も「好ましくない景観」  
も食い違っている。住んでしまうと当たり前すぎる美しい景観が実  
はかけがえのないものだったり、普段何気なく見過ごしている光景  
が全体としての景観に大きな負の影響を及ぼしていたりする。   
7．7地域のまとまり－ここまでのまとめ  
これまでの調査結果により、景観の決め手となっているのは、土  
地利用と地形であることは明らかであり、相川地区を大雑把に性格  
分けすると以下の八つにわけることができよう（図7－15）。  
「空き地に樹木が繁茂しているところ」：樹木が繁茂しているとこ  
ろは斜面上、山辺か山間部に位置する。地形が急であるため建物が  
社は山間部に集中していることが明瞭である。また住宅が70％以上、   
商業が15％以上、業務が10％以上、公共建築が30％以上、寺社が30％  
以上になるとそれぞれ住宅地、商業地、業務地、公共建築物用地、  
寺町の景観的特徴が生まれる。   
7．6外来者による第一印象一景観  
はじめて相川を訪れる人々は相川の何を美しいと感じ、何を醜い  
と感じているのだろうか。調査員が相川地区全体をそれぞれ単独で  
歩き回り、コメントと場所を地図にプロットしていくやり方で探っ   
てみた。  
「好ましい景観」としては（図7－12）。旧裁判所、現在の版画美  
術館周辺の煉瓦塀や松、清新亭など個々の建物で十分に「華」とな   
るスポットも無論挙げられた。しかしより多くの指摘は単体の建物   
ではなく、面としての地区の持つ特質、雰囲気に関係している。例   
えば、瓦や町家の壁が連なって群れとなっているところ、それは京   
町通りのような生活の中心的な役割を演じている道路沿いだけでな   
く、一本裏の生活道路沿いであるとか、坂のような面白い地形その   
もの、坂という一連のシークエンス、またそこからの光景、海辺の   
自然、漁村としてのまとまり、特異な鉱山住宅や産業遺跡群、緑の   
中に埋もれるような寺町等が多く挙がっている。また好ましいと感   
じられるポイントは海岸沿いの埋立地区以外はまんべんなく分布し  
ていることも相川の著しい特徴である。   
これらは相川の人々が訪問者、観光客に見せたいものだと解釈す  
JJ9   
ない地域である。標高10～40m、80～100mあたりに多い。   
主に大工町周辺、南沢、南沢（県職員アパート前）の三地域であ   
る。  
大工町周辺は、9．相川で暮らす人々一層住者像で見るように、人   
口減少と高齢者単身世帯が多いところである。緑が多いのは空き地   
化して菜園として利用されていること、周囲が山に囲まれているた   
めである。南沢は地形的な制約が大きく、住宅が少なく、沢を中心  
とした自然が居住地を包み込んでいる。南沢（県職員アパート前）   
についても同様なことがいえる。   
「旧公的施設が中心で建物密度が低いところ」：伝統的な建造物配   
置で建物密度が疎なところは公共建築物（小学校・中学校・高校・  
元精錬場・版画美術館）、寺町、神社周辺などである。寺社はいくつ  
か集まって周辺の樹木と共に、町家とは異なる、独特なまとまりを  
つくっている。要素としては塀、大きな瓦屋根、塀と寺の建物の間  
の前庭が特徴的である。天領であったり、佐渡島内の府であった歴  
史を省みれば、‘相川の伝統的空間のひとつの典型である。また現在  
放置されている近代産業遺跡群もこのまとまりに属している。  
「町家が密度高く並ぶところ」：建q勿密度が密な町家が並んでいる   
地域は海岸台地上の東西方向（海に垂直）に走る京町通りと海岸平  
野部の南北方向（海に平行）の二本が認められる。これは道路段階  
の「イ主要生活道路」沿いである。町家は細長い敷地の間口は目いっ  
ぱいに使い、裏に畑をもつ形式が一般的であった。これらは1600年  
頃大久保長安奉行によって行われた都市計画から決まってくる道路  
パターンや敷地条件に対応した住宅であり、その配置形式は地形条   
件に規定されたものであった。また隣家と壁を共有する、共有壁と   
いう固有の建て方は、絶対的に土地の少ない相川ならではのエ夫で   
ある。  
「町家の空き地化が進行しているところ」：建物密度が疎に変化し  
た地域は町家が密に並んでいる通りの一本裏に在る。すなはち「イ   
主要生活道路」の道路を外れたところに分布している。また海岸台   
地部を見ると、京町通りの上部（東）から密から疎に変化している   
ことが明かである。   
「川を中心とした集落」：川間に発展した集落は五本の川それぞれ   
に存在する。どの川も川原はなく、川岸はコンクリートや石で固め   
られている。南沢以外では橋の上は見通しが効き、平野部であれば   
海が見渡せる。既述したように海士町川、濁川、水金川河口のまと   
まりは認められるが、大仏川、間切り川については寛政の埋立の影  
響が強くわからない。南沢は川と周囲の自然が一体となって緑豊か   
な、線状の住宅地を形成している。  
「新公的施設が中心で建物密度が低いところ」：埋め立て地など海  
のそばであるところは外部との交通のための道路すなはち「ア主要   
幹線道路」の広幅員道路が走っているため、囲まれ感がなく、開け   
た空間である。大規模建築物が多く、相川地区の中では特徴のある   
空間といえるが、全国各地に見受けられる。海と陸との境界線はう   
えそり護岸によってすっぱりと切られている。砂浜に降りて行ける   
階段もついているが、狭くて滑りやすい。   
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「主要幹線沿道」：車の影響を強く受けているのは主要地方道・両   
津・相川線沿いである。これらの道路も「海際」の道路と同じく、  
自動車通行のためにつくられたものである。この主要道によって既  
存市街地と埋め立て地の間には断絶感が生じている。中山トンネル  
を抜けたところが相川への入り口でもあり、海が見えてきたときに   
「相川に着いた」と感じる場所である。  
「漁村」：千畳敷は相川地区の北部に位置する。もともと鉱山者の  
娯楽施設として設置されたが、いまは海藻が茂りごみが絡まってい  
る。近くにある海に突きだした、小さな集落は相川が苦から漁村と  
いう一面をもってきたこと、海から非常に豊かな恵みを受けている  
こと、すなはち海と上手につきあっていることを教えてくれる。漁   
家の裏庭と海の間の道は歩くものだけの為にあり、そこからは、漁   
のための道具が置かれていたり、小さな菜園があったり、洗濯もの   
が干してあったりする生活の場が実感できる。   
7．8歴史を物語るもの－町名  
相川町内の町名には実にユニークなものが多い（図7－16）。金山  
発見前からの地名であろうと考えられる「羽田」や「下戸」、金山に  
由来するもの（職業に関連するもの：「大工町」「米屋町」「四十物（あ  
いもの）町」「味噌屋町」「八百屋町」「塩屋町」「炭屋町」「紙屋町」  
「柴町」「材木町」「板町」「海士町」「石打（いしはたき）町」「京町」  
「寺町」など、山師の名前から採ったもの：「新五郎町」「六右工門  
町」「左門町」「夕白町」「弥十郎町」「五郎左工門町」など）、寛永年  
間の埋め立て地（一～四丁目）の様に数字がついているもの、さらに   
その山側（～裏）と海側（～浜）における規則的な字名、また川や  
坂といった自然の地形に由来するもの（「長坂町」「西坂町」「北沢町」   
「南沢町」「濁川町」「江戸沢町」などがある。一部あまりに独特で   
読み方が困難なものまである。  
これらは、江戸時代から変わっていないものが多く、名前と位置  
の変遷を丁寧に追っていけば、相川の歴史を類推する楽しさが味わ   
える。  
また金山が盛んな当時の都市構造、すなはち鉱山が最も山奥にあ   
り、そこから物流を全て検査できる「うえ」と「した」の要に位置   
する奉行所を通った金が、幾つもの精錬過程を経て、捲から積み出   
されるという産業の流れと、鉱山労働者達の住宅や彼らの日常品を   
賄う商店が「うえ」にあり、精錬を生業とする人々の住宅と商店と   
港町が「した」に広がっていた生活の様子を把握することができる。   
7．9相川で暮らす人々一居住者像  
ここまで生活の舞台として町を多角的に見てきたが、主人公はど  
の様な人々なのだろうか。   
大きな動向を見てみると、過疎化・高齢化が挙げられる。1970年  
には5200人だった人口は1990年には3600人まで減っている（グラフ  
（∋）。1992年度国勢調査によると相川地区で高齢者（65歳以上）の割  
合は24．9％（1989年度の新潟県の老年人口の割合は14．6％）と非常  
に高い（グラフ（卦）。次にどこに、どのような人口の減少、高齢化が   
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図7－16 町名命名法  
起こっているのかをミクロに分析してみよう。   
まず人口変化率は字毎に増減率として、値：（（1985－1990）／  
1990））を集計し、ベースマップである町割図に重ねた（図719、   
図720）。明らかに「うえ」から過疎化が進行していることが見て  
取れる。鉱山の規模縮小、ついには閉山となり、「うえ」への引力が  
なくなったこと、坂・石段の「うえ」や沿いは、既に町の中心は「し  
た」にあるので不便なこと、などを鑑みれば当然なことといえよう。   
この傾向は、金山が発見されて一大都市であった上相川が、今で   
は石組を残しているに過ぎないという現実が示しているように、相  
川の特徴ともいえる。もともと相川という町は、鉱山の産出量が増   
えればふくらみ、減ればしぼんできたのである。   
次に単身世帯と四人以上世帯の分布を整理した（図7－21、図7－  
22）。単身世帯はアパートのある濁川周辺と「うえ」に集中してい  
る。四人以上世帯は商売の盛んな中心部、「した」、小学校以南の比   
較的新しい住宅地に多い。  
一方、65歳以上の高齢者の分布（図7－23）より、高齢者は「う   
え」、濁川以北の海岸沿いに多いことがわかる。  
世帯人数と高齢者率の両図を併せると、「うえ」は高齢者の一人暮  
らしが多い、小学校以南は核家族が多い、濁川以北は高齢者夫婦世   
帯が多い、ことなどがわかる。  
高齢者が単身世帯であるとき、問題は深刻になる。現在そうした   
年配層を支えているのはコミュニティであるといえよう。最も小さ   
な単位は向こう三軒両隣的なつながりでお互い助け合っているよう  
だ。そのつぎの単位として町丁目がある。特に大工町のように相川   
祭での太責支組の様な組織を作り上げてきた町では結びつきが非常に  
強い。相川祭の一カ月前から太鼓のはたき方の練習が始まる。この  
ようなコミュニティは血縁に関係なく大人が子供に教える、叱ると   
いう貴重な場になっている。さらにいくつかの町が集まって分団と   
いうコミュニティもある。全体で五つの分団では運動会、餅鴇き、   
山遊び、夏祭などの活動を行っている。  
相川における暮らしやすさの一端はこうしたいくつかのコミュニ   
ティに関わっていることからくるのだろう。   
7．10一人一人の声－インタビュー  
全体の趨勢は把握できた。しかしまちづくりにおいて、より重要   
なことは一人一人の声を集めていくことだ。  
人口減少が比較的多い「うえ」に住む方々を中心に話をうかがっ   
た。1991年10月20～22日、8名の方に各々一時間以上にわたって、   
インタビューをさせて頂いた。年齢層は60歳代が主で、他は70～80   
歳と年配で長年相川を知っている方ばかり。夫婦二人暮らしという、  
典型的な世帯の他に四人家族、それ以上の方もいた。  
いずれも独立して家を出て、関東地方で結婚なり、就職なりをし   
ている子供を持っているケースがほとんどであった。こうした別居   
家族との関係は夏休みに長期的に孫まで連れて遊びにくる、正月に   
帰ってくる、と年に2回の帰省が一般的なようだ。相川祭のときに  
帰ってくるという詰も聞いた。逆に子供家族のところに年に2～4  
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図7－22 四人以上世帯分布図（町丁目別）  
特に大工町の方は町内のつながりを強調することが多く、町とい  
う単位が生活の基本単位であるという感覚を持っているようだ。こ  
れは相川祭での太鼓組の影響が強い。それよりも小さい単位である  
向こう三軒両隣というつながりも根強く残っており、台風で塀が倒   
壊したときに片付けてくれた事例もあった。いくつかの字が集まっ  
て形成されている分団という単位では運動会、餅損き、山遊び、祭   
等の企画を通してつながっている。  
宗教面でのつながりとしては寺における講は昔ほど盛んではなく、   
それよりも氏神である北野神社や神明神社の祭には多くの方が参加  
しているようだ。宗教的な色彩よりも地縁的な関係として神社は存   
在しているのだろう。   
他に「鉱山関係者が役人から三菱に変わるなど終始入れ替わるの   
で、他所の人をよそもの扱いしない」相川の人の気性について話し   
てくれる方もあった。  
また「テンポは遅いが確実に変わっていく、個人では防ぎようが  
ない」と崩れていく町並みに対して危機感を抱いている方もあった。  
回出かけていく世帯、中には冬期に3～4ケ月滞在する世帯もある。  
しかし将来的に子供家族が相川に帰ってきて同居する予定を持っ   
ている世帯は少ない。ずっと相川にいたいが子供のところに行くだ   
ろう、という詰も聞いた。  
その一方で坂の上という物理的には余り長くない条件にもかかわ   
らず、毎日の生活には不便は感じていない。地盤沈下による建て付   
けのゆがみについての指摘以外は、店からの配達もあるし、除雪車  
も出るから、暮らしやすい、こんな良いところはない、という積極  
的な評価ばかりであった。  
」国タグ建物はどうだろう。親の代が現在の家を買い、100年以上前  
に建設された住宅に住む方も少なくなかったが、水回り、玄関、ト   
オリ等の改築と応接間などの増設を行い、様子格子、くぐり戸等を   
除去し、木っ端屋根を瓦に変えていくなど、生活に合わせて個人レ   
ベルで少しずつ変化を重ねてきている。裏の納屋を別荘に変えたい   
という希望もあった。  
暮らしやすいという理由のひとつにはコミュニティがある。  
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図7－23 高齢者分布図（町丁目別）  
現在の居住環境には至極満足しており、郷土に対する誇りや愛着   
を持ちながらも、将来に対する心配、特に自分や配偶者が健康を害   
したときの不安を抱いているのが、相川の特に年配層の共通の姿と   
いえるだろう。   
7．11まとめ  
現時点における相川について今一度振り返ってみる。  
相川は鉱山で栄えた、山間の海岸台地と線状の狭い平野とからな   
る町であることを考えると、歴史とそれを支えてきた地形という視   
点をはずすことはできない。  
景観のまとまりは、その土地の歴史的な利用に深く関連している。   
また土地利用は地形に規定される。例えば鉱山へと続く北沢の道路   
はトロッコ通行に利用されたことがあり、沿道に住宅は見られない  
が、現在は観光客を鉱山跡へと運ぶ役目をしている。海岸台地の尾  
根部にひろがる「うえ」は鉱山の発見とともに開発が進み、地の利  
の良さから鉱山住宅や商店として使われてきた。対照的に南沢沿い   
は緑と水の豊かな生活空間である。鉱山の衰退と連動して、人口の  
減少は「うえ」でよりはっきりと見られる。さらに高齢者一人暮ら  
しが多いのも「うえ」の特徴で透〉る。  
一方もともと鉱山の発見される前の集落があったのは海に近く、  
平坦な「した」で、もしも相川に鉱山がなかったなら、当然「した」  
しか発展しなかったろう。  
「した」の埋立は近世以来の伝統的なもので特に一～四丁目あた  
りの裏町、浜町は町家の同質な景観がひろがっている。それを区切っ   
ているのは五本の川である。山際の裏町の通りは3m程度と非常に   
細く両わきを住戸が建ち並んでいる。一丁目の通りは近世の埋立の   
ときにつくられたものであるが、建物が建ち並ぶことで通りができ   
あがっている。商業機能が集中し、人が主役となる空間である。  
さらにその外側はより新しい時代にできたものであるが、自動車   
の論理でつくられているものであり、およそ歩く人のための空間と   
は言い難い。   
五本の川のうち、埋立のされていない北の方の濁川、水金川の河   
口はそれぞれ、まとまりをつくっている。また濁川の中流の産業遺   
跡群は現在放置されているが、非常に独特な空間を形成している。   
「うえ」「した」を結ぶ斜面にある坂・石段は変化が少なく伝統的  
なヒューマンスケールの親しみやすい空間となっている。また日常  
的な目的よりも散歩などに良く利用されている。しかし「うえ」の  
居住者よりも「した」が、大人よりも中学生が坂・石段の利用が少  
なく、愛着が薄い傾向がある。  
相川の良さを良く知り、相川に誇りを持ち、現在の住環境に満足  
しながら、将来の幕らしに対して心配している、相川の、特に高齢   
者層を支えているのが例えば相川祭の太戟組や、町内会などいくつ   
かに重なったコミュニティである。  
相川内に存在している、物的社会的まとまりに多様性があること   
はそのまま相川の豊かさの多様性につながる。   
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